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固定化生体分子最表面における電子遷移誘起脱離の研究（計画） 

 

本橋 健次(A)，青柳 里果(B) 
(A)東洋大理工，(B)島根大生物資源科学 

 

タンパク質や核酸に代表される生体分子は、従来の人工デバイスとは比較にならな

いほどの膨大な情報蓄積能力や高機能性・多機能性を有している。さらに、自然界に

大量に存在する上、生分解性があるという大きな利点があるため、これらの特徴を利

用したバイオデバイスや医薬品の研究開発が、近年盛んに行われている。このような

状況において、複雑な生体分子の立体構造と機能との関係を明らかにすることが益々

重要になっており、X 線・核磁気共鳴・電子顕微鏡・中性子による膨大な解析結果が

データバンク(例えば：PDB http://www.rcsb.org/pdb/)に蓄積されている。 

しかしながら、このような構造解析法だけでは、組成や結合の違いによってもたら

される機能を十分に理解することができない。例えば、アミノ酸やタンパク質表面の

荷電状態・疎水/親水性・修飾状態といった化学的性質は、シグナル伝達・増殖/分化

/死滅・酵素作用等の重要な生体機能を制御すると考え

られているが 1, 2)、これらを構造解析から直接評価する

ことは難しい。 

そこで本研究では、電子遷移誘起脱離を観測するこ

とにより、生体分子の化学的情報を得ることを目的と

した。可視/紫外光、低速電子線、低速多価イオンを励

起源として用いることにより、共鳴的な電子遷移過程

を観測する。また、生体分子をカップリング剤で固体

表面に吸着することにより、分子配向を制御した固定

化を行う 3-4)。これにより、生体分子最表面のサイト選

択的励起を目指す。脱離粒子の観測には、二次イオン

運動量画像分光 5), 反射イオン・二次イオン同時分析
6), 二次粒子発光分光 7)を用いる予定である。 
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図 1 構造制御表面に対する

電子遷移誘起脱離（概念図） 
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